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業界初の個人向け不動産コンサルティング・ホームインスペクション（住宅診

断）、マンション管理組合向けコンサルティングを行う“不動産の達人”株式会
社さくら事務所（東京都渋谷区／社長：大西倫加）が運営するシンクタンク
「だいち災害リスク研究所」は、「線状降水帯」と考えられる大雨の可能性があ
る程度高い場合に発表される「顕著な大雨に関する気象情報」が2023年5月25
日（木）13時以降、最大で30分程度前倒しして発表することを前に、「線状降水
帯」とは何か、30分前倒しとは？、リスクは何か、どうすればよいかなど徹底
解説する特別コラムを公開いたしました。 
なお、気象庁は「顕著な大雨に関する気象情報」と呼称していますが、メディ

アなどでは分かりやすく「線状降水帯情報」と呼ぶことが多いです。 
 

「線状降水帯情報」の30分前倒しとは？ 
 「線状降水帯」とは、大雨が同じ場所で降り続くことで土砂災害や洪水の危険
性が急激に高まる現象で、気象庁は大雨災害の危険度が高まっていることをいち早
く知らせるため、今月25日から情報の運用基準を変更することにしました。 
予測技術を活用し、雨量などが発表基準に達していなくても、現在から30分先ま
でに今後雨量などが発表基準に達すると予測される場合に情報を前倒しして発表できるとし、これによって最大で30分早く発表で
きるようになるということです。少しでも早く、適切な防災対応をとることに繋がることが期待されます。 
 
「線状降水帯」の実態とリスク 
 「線状降水帯」は集中的な豪雨をもたらすため、土砂災害・水害（洪水・内水氾濫）を引き起こす原因となることがあります。
過去、「線状降水帯」の基準に合致する豪雨災害としては、平成26年8月豪雨（広島市で土石流）、平成27年9月関東・東北豪雨
（鬼怒川の堤防決壊）、平成30年7月豪雨（広島市、倉敷市などで大きな被害）など多くの事例があります。 
 とくに、山地の流域一帯に多量の降水があると、土石流などや、大きな河川の氾濫（洪水）・内水氾濫が発生することがあり、地
域・流域一帯において、人が住んでいる住宅地にも甚大な被害をもたらすことが懸念されます。 
 
事前に確認しておきたい水害・土砂災害リスク 
 まずお住まいの場所（職場・学校・滞在先なども）が、避難不要な「安全な場所」か、安全な場所に避難する必要がある「危険
な場所」かの判断が必要です。自治体によるハザードマップが有効ですが、マップで色がついていないからといって、災害リスク
がないわけではなく、指定された区域外で被害が発生するケースもあることには注意が必要です。住んでいる建物の構造や階高、
階数によっても避難の要・不要が異なることがあります。避難が必要な際には、学校などの指定避難所以外でも、安全な場所のホ
テル・旅館や、知人・親戚宅なども避難先になりますので、避難経路を含めて確認しておくとよいでしょう。 
 
「線状降水帯」発生情報が発表されたときには？ 
 「線状降水帯」発生情報は「警戒レベル４」相当以上で発表されます。発表された際は、これまでと同様に、大雨による災害発
生の危険度が急激に高まっている状況となっていることを踏まえ、適切な防災対応をとることが重要であるといえるでしょう。 
 これらの実態を知って、今後30分発表が前倒しになる「線状降水帯」発生情報を活用しましょう。 
 
以上、「線状降水帯」発生情報とは？徹底解説として、以下のコラムを公開します。 

2023.5.19 

■不動産の達人 株式会社さくら事務所■ （東京都渋谷区／代表取締役社長：大西倫加）   https://www.sakurajimusyo.com/  

1999年、不動産コンサルタント長嶋修が設立。「人と不動産のより幸せな関係を追求し、豊かで美しい社会を次世代に手渡すこ

と」を理念として活動する、業界初の個人向け総合不動産コンサルティング企業です。利害にとらわれないホームインスペクシ

ョン（住宅診断）など不動産購入に関わるアドバイスを行うサービスを提供。61,164組超の実績を誇る(2023年5月14日現在)。 

■だいち災害リスク研究所■ （所長：横山芳春） https://www.sakurajimusyo.com/daichi/ 

安全性の高い土地選びと住宅づくりを広めることを目的として２０２１年に大西倫加が設立。防災のコンサルティング事業を開

始し、国内唯一の個人向け災害リスク診断サービス「災害リスクカルテ」を提供する、さくら事務所運営のシンクタンクです。 

 

 コラム：「線状降水帯」発生情報とは？徹底解説

https://www.sakurajimusyo.com/guide/35716/ 

 

 個人向け災害リスク診断サービス「災害リスクカルテ」 

https://www.sakurajimusyo.com/expert/tochi-jiban-report.php 

本件に関するお問い合わせは、お気軽に下記までご連絡ください。 

株式会社さくら事務所 だいち災害リスク研究所 東京都渋谷区桜丘町29-24 桜丘リージェンシー10 https://www.sakurajimusyo.com/daichi/ 

TEL 03-6455-0726  FAX 03-6455-0022  広報室 ： 堤 press@sakurajimusyo.com  

 

平成 26年8月豪雨における被害事例 
（広島市の土石流被害 横山芳春撮影） 
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